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山口県 平成21年4月1日現在の指定状況と患者受療動向  
丁一・、／  

萩保健医療圏のがん  
患者は、「がん診療連  
携推進病院」と⑤が連  
携し対応  

長門保健医療圏のが  
ん患者は、県が独自  
に指定した「がん診療  
連携推進病院」（旧指  

針を充足）で対応  
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（D岩国医療センター（平成20年2月8日）  

②周東総合病院（平成20年2月8日）  

③徳山中央病院（平成20年2月8日）  
④県立総合医療センター（平成20年2月8日）  

⑤山口赤十字病院（平成20年2月8日）  

⑥山口大学医学部附属病院★（平成19年1月31日）  
⑦下関市立中央病院（平成18年8月24日）  
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聞入院患者数  談支 セン  域連  

の状況  治療件数（手術件数）6～7月の集計  
放射線治療   がんに係る薬 療法（6月～ 7月の集計）   和ケ  

年間患者実  
都  

道   年間新  肺がん   胃がん手術   大腸がん手  術   肝臓がん手  術   乳がん  数  
（1月～12 月）  

府   年間新  
県  ■L房再  

ムに対  

ん患者  内視  術  
する新  

Or 地  
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山口県 平成22年度の指定推薦等状況と想定される患者受療動向  
l一・一一／  

萩保健医療圏のがん  
患者は、「がん診療連  
携推進病院」と⑤が連  
携し対応  
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長門保触医療l封 ‾’（空白の医療圏）  
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①岩国医療センター（更新）  

②周東総合病院（更新）  

③徳山中央病院（更新）  

④県立総合医療センター（更新）  

⑤山口赤十字病院（更新）  

⑥山口大学医学部附属病院★（更新）  

⑦下関市立中央病院（更新）  

⑧山口宇部医療センター（新規）  
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【指定推薦に係る考え方】  

■ がんは本県の死亡原因の第1位であり、本県では平成20年3月に策定した「山口県がん対策推進計  
画」に基づき、地域のがん医療の中核を担うがん診療連携拠点病院の整備を推進するなど、がん医療  
の均てん化や質の向上を因っているところである。   

■ 地域がん診療連携拠点病院については、各地域において等しく質の高いがん医療を提供するため、二  
次医療圏ごとの整備を基本とするとともに、指定要件を満たす地域がん診療連携拠点病院がない医療  
圏（萩、長門医療圏）については、がん診療連携拠点病院に準ずる病院を県独自に「がん診療連携推進  
病院」として指定（旧整備指針を充足）し、隣接する地域がん診療連携拠点病院と連携を図りながら、が  
ん医療の水準向上に努めていくこととしている。  

■ 本県では、現在、8つの二次医療圏のうち、6医療圏において7病院ががん診療連携拠点病院の指定を  
受ており、このうち、宇部り小野田医療圏の山口大学医学部附属病院は、都道府県がん診療連携拠点病  
院として県がん診療連携の中核的役割を担っている。この山口大学医学部附属病院を中心に各拠点  
病院間でのより緊密なネットワーク網を形成し、全ての県民がいつでも、どこでも安心して質の高いがん  
医療が受けられる体制を構築していくこととしている。  

■ 今回は、引き続き6医療圏において7病院を地域がん診療連携拠点病院として更新推薦するとともに、  
がん診療連携拠点病院のない長門医療圏に係るがん医療の補完、本県のがん死亡で一番高い死亡率  
の肺がんに係る高度な専門医療の提供、さらには緩和ケア病棟を有し県下の緩和ケア診療体制の向上  
にも努めている山口宇部医療センター（宇部・小野田医療圏）を地域がん診療連携拠点病院として新規  

推薦する。  
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《山口宇部医療センターの概要》   

■ 手術に加え、化学療法、放射線療法等、集学的治療を行っており、緩和ケアにいたる全ての分野に  

おいて専門医が最先端の医療を提供しており、特に、本県のがん死亡で一番高い死亡率を示してい  

る肺がんについては、手術件数（年間200件以上）では全国トップクラスの実績を有し、また、県内医  

療機関と連携し、肺がん患者を受け入れる（年間約700人）とともに各種研修を実施するなど、県内  

における呼吸系がん医療水準の向上に大きな貢献を果たしている。さらに、腫瘍内科医や呼吸器系  

外科医を増員（いずれも県外から）することにより、呼吸器系に関する診療機能の充実のみならず、  
他のがん拠点病院の診療水準の向上支援にも努めている。   

■ 緩和ケアに関しては、県内で初の緩和ケア病棟を平成10年に整備（25床）するとともに、緩和ケア  

チーム、緩和ケア外来などの充実も図るなど治療から終末期ケアまで対応できる体制が整っている  

ことから、当医療圏内で緩和ケア病棟がない山口大学医学部附属病院の緩和ケア機能を補完する  

役割を果すとともに、県内の医師、看護師など医療職全体を対象とした当院独自の緩和ケア研修会  

を定期的に開催するなど、県内の緩和ケア診療体制の向上に努めている。   

■ がん診療連携拠点病院がない隣接の長門医療圏に対しては、肺がんをはじめとして 同医療圏の  

医療機関と連携を図り、がん診療連携推進病院を補完する形で患者を受け入れている。さらに、患  
者の退院後も同医療圏の病院と患者情報を共有し、病状悪化時等に備えた後方支援を行っている。   

■ 以上のように、がん診療連携拠点病院のない隣接の長門医療圏の補完のみならず、呼吸器系腫  

瘍医療や緩和ケア医療については全県的な取組が期待されることから、このたび新たに地域がん診  
療連携拠点病院として指定推薦するものである。  
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36 徳 島 県  
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徳島県 平成21年4月1日現在の指定状況と患者受療動向  
隣接している①（∋の病院  

が地理的特性を活かし  
て互いに協力し、東部Ⅰ  
医療圏のみならず、空白  
の東部Ⅱ医療圏、西部  
Ⅰ医療圏及び西部Ⅱ医  
療圏のがん患者をカ  
バーする。  

西部Ⅱ医療圏  
（空白の医療圏）  

南部Ⅱ医療圏に  
住むがん患者は  
南部Ⅰ医療圏へ  
受診するため、  
③の病院でカ  
バーする。   

（D徳島県立中央病院★  

（平成18年8月24日）  

②徳島大学病院  

（平成19年1月31日）  

③徳島赤十字病院  

（平成19年1月31日）  

「／  

南部Ⅱ医療圏  
（空白の医療圏）  
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※（）内は平成20年10月未提出の数値、下段は平成21年10月未提出の数値※申請区分は資料3の作成要領を参照のこと  
※一枚につき11病院を超える場合には、2枚にわたって表を作成して〈ださい。  

肺がん   胃がん     手術    大腸がん手  術      肝臓がん      乳がん  

の   集計）   

徳島   
6  ★  新規   大学 病院  （3404）   （42．5）    （304）  （14） 2  （13）  （6）  5  

島  

2  新規   県立  （1747）   （19．7）    （151）  （り 2  （8）  （9）      （0）    （12）     （9） 8  （0）     （5）  （り 0  （0） 0  （150   （0） 0  （97 94  ）（70）  （16）  四  （0）     中央  
病院   
徳島  

3  

更新   赤十  （1659）   （12．5）    （90）  （0） 4  （2）  （4）      （2）    （12）     （2） 4  （2）     （6） 2  （6） 4  （0） 0  （232）   （0） 0  （184  ）（238）  （13）  （67）  （0）  

字病  

院   

徳島  

4  新規   市民   1564   22．7    80  0  4  4      0  
病院  

8     0       6  6  0  108   0  116  180  13  18  0   

康  

5  新規   保険 ql門  5     3  0     0  0  0  66   0  60  60  12  72  0   

病院   
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①徳島県立中央病院（新規）  

②徳島大学病院★（新規）  

③徳島赤十字病院（更新）  

④徳島市民病院（新規）  

⑤健康保険鳴門病院（新規）  

南部Ⅱ医療圏  
（空白の医療圏）  
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指定更新推薦等に係る徳島県の考え方  

1）ー総合メディカルゾーンJ主導による県下のがん医療水草の向上を咽ります。   

県立中央病院と徳島大学病院は、隣接している地理的特性を最大限に活かすため、「総合メディカルゾーン」とし  

て一体的に整備し、県下の診療・教育・研究の一層の発展のため、連携を進めていくことを平成17年8月に合意し  

ています。  

「総合メディカルゾーン」は、「地域医療再生計画」においても、「徳島がん対策センター（仮称）」を設置し、両病院  

の高度先端医療機器や専門職の相互活用など、がん診療機能を統合することでがん先端医療を提供するとともに  

がん診療連携拠点病院のない地域におけるがん医療を支援するなど、本県のがん医療をリードします。  

2）「地域が   に、県独自の基準を設け、がん医療の均てん化とネットワー  

劇を整傭します。   
現在のところ、東部Ⅱ、南部Ⅱ、西部Ⅰ、Ⅱの各医療圏にはがん診療連携拠点病院の指定要件を満たす病院が   

なく、指定要件である高度医療機器の整備や専門医師の配置を各医療圏に整備することは、近年中には困難な状   

況であると考えます。   

このため、指定要件を満たしている東部Ⅰ医療圏内の徳島市民病院と健康保険鳴門病院を地域がん診療連携  

拠点病院とし、本県の「がん診療の質の向上」及び「がん診療の連携協力体制」の整備促進を図ります。   

また、県独自の基準を設け、「がん診療連携拠点病院に準ずる病院j（「がん診療連携地域センター」（仮称））を   

空白の医療圏（西部Ⅱ）において指定し、県内のがん医療の均てん化を図るとともに、がん診療連携拠点病院との   

ネットワーク化を推進します。  
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㈲凱こおいて複数の病院が指定されることの効果  

（1）本■の地理的軸による■域内の がん 医■支紺制が檎蔓さ九ます。   

東部Ⅰ医療圏は、県下最大人口を保有する徳島市、そのベッドタウン的位置づけで人口増加傾向にある板野郡の  

藍住町、北島町、松茂町を含む地域であり、県人口の約57％を占めています。   

圏域内のがん医療提供体制をさらに強化するために、「徳島市民病院」と「健康保険鳴門病院」を「地域がん診療  

連携拠点病院」に推薦します。本県の地理的特徴として、県の中央を吉野川が流れており、その「北岸」については  

「健康保険鳴門病院」が、「南岸」については「徳島市民病院」が中心となって圏域内におけるがん医療を支援します。  

によるがん医■條制の■墾がより－  

「徳島県保健医療計画」及び「徳島県がん対策推進計画」の中で、本県のがん医療体制を構築するため、「専門  

診療医療機関」「標準診療医療機関」を定めることとしております。  

「徳島市民病院」と「健康保険鳴門病院」はともに専門診療医療機関であり、本県の医療体制の中心として、標準  

診療医療機関、その他の医療機関との連携体制を整えるとともに、検診から在宅医療まで切れ目のない医療提供休  

制を推進する中心的役割を担っています。   

以上のことから、両病院が「地域がん診療連携拠点病院」として指定されることにより、がん医療体制の構築がよ  

り一層促進されると考えております。   

3．指定要件に係る補足説明（ 療連携協議会」につい℃   

現在、「徳島県がん診療連携協議会」は県立中央病院の主催により開催されておりますが、徳島大学病院が都  

道府県がん診療連携拠点病院の指定を受けた場合は、同病院主催により平成22年3月末までに同協議会を開催  

する旨の確約書が提出されています。  
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43 熊 本 県  
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熊本県 平成21年4月1日現在の指定状況と患者受療動向  

鹿本医療圏に住むがん患  
者は、熊本医療圏へ受診  
するため、主に④の病院で  
カバーする。  

菊池医療圏に住むがん患  
者は、熊本医療圏へ受診  
するため、主に③の病院で  
カバーする。  の医療圏  

」菊池医療圏  

阿蘇医療圏  

（空白の医療圏）  

阿蘇医療圏に住むがん患  
者は、熊本医療圏へ受診  
するため、主に③の病院で  
カバーする。  

宇城医療圏に住むがん患  
者は、熊本医療圏へ受診  
するため、主に（9の病院で  
カバーする。  

①国立大学法人   
熊本大学医学部附属病院★   
（平成18年8月24日）  

②熊本市立熊本市民病院   
（平成20年2月8日）  

③熊本赤十字病院   
（平成20年2月8日）  

④独立行政法人国立病院機構   
熊本医療センター   
（平成20年2月8日）  

⑤社会福祉法人恩賜財団   
済生会熊本病院   
（平成20年2月8日）  

⑥荒尾市民病院   
（平成20年2月8日）  

⑦独立行政法人労働者健康福祉機構   
熊本労災病院   
（平成19年1月31日）  

⑧健康保険人吉総合病院   
（平成19年1月31日）   

上益城医療圏  

（空白の医療圏）  

宇城医療圏  

の医療圏）  

上益城医療圏に住むがん  
患者は、熊本医療圏へ受  
診するため、主に②の病院  
でカバーする。  

八代医療圏  

球磨医療歴I   

⑧   

＼ ～√ノ′）  
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白の医療圏）（  



※（）内は平成20年10月未提出の数値、下段は平成21年10月未提出の数値※申請区分は資料3の作成要領を参照のこと  
※一枚につき11病院を超える場合には、2枚にわたって表を作成してください。  

する新  
規診療   

患者  
勒   

月の集  
計）   計）   

l  ★    熊大医学部附  6973）  （53．1）  （275）  田   （14）    （6）   匹   （2）   （3）   （1り  （34）  （20）    （0）   （475）  （17）  団  団  （17）  （48）  （0）  
病院   4   4   8   0  0  14  126  

2    新  熊本市民病院  （2192） 2194  （21．0） 20．9  （132 176  （0） 0  （2） 3    （5） 6  （0） 2  （7） 7  （り 3  （0） 0  （0） 巴  （37） 66    （0） 0  （397） 368  （0） 0  （122） 122  （170） 170  （10） 8  （45） 166  匹 8   
3    更  熊本赤十字病  1977）  （13．0）  （104）  （0）   （り     （5）   皿   （15）  （郎  （2）   （4）   （8）     （0）  

3   4     9   0       2   3   4  0   

4    更   熊本医療セン  （2546）  （19．4）  （85）  （0）   （0）    （2）   （0）  
折  0       4   4   0   

5      済生会熊本病   2388）  （19．1）  （297）  （り   （14）    （7）  く2）   （2り  （10）   （6）   （り   （3）     （0）   （238）  ′（0）  
院  1695 189 312 2 22 13 2 22 7 2 1 6 0     0   

6      荒尾市民病院  （702〉 677  （19．7）  

19．4   0   

熊本労災病院  （430） 1470  （4。8） 16．5  （71） 68  （0） 0  （2） 5    （3） l  （4） 0  （2） 2  （0） l  （0）  （0） 0  （0） 7    （0） 0  （96） 83  （0） 0  （3り 53  （57 74  皿 10  （10） 135  田 0   

8    更 新  人吉総合病院  （745） 771  （16．9） 17．1  （48） 43  皿 0  （5） 3    （9） 7  （り 0  （4） 5  （2） 3  （0） 3  （0） l  （8） 3    （0） 0  （105） 126  （0） 0  （44） 74  （44） 102  （5） 5  （335） 58  （0） 0   

9    最  熊本中央病院  1728  20．3  133  7  26    0  0  9  0    0  l  0  290  0  76  85  30  44  0   
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資料3  

熊本県 平成22年度の指定推薦等状況と想定される患者受療動向  

鹿本医療圏に住むがん患  
者は、熊本医療圏へ受診  
するため、主に④の病院で  
カバーする。  

菊池医療圏に住むがん患  
者は、熊本医療圏へ受診  
するため、主に③の病院で  
カバーする。  

本医療圏  

白の医療圏  

菊池医療圏  
阿蘇医療圏に住むがん患  
者は、熊本医療圏へ受診  
するため、主に（罫の病院で  

カバーする。  

阿蘇医療圏  

（空白の医療圏）  

（空白の医療  

宇城医療圏に住むがん患  
者は、熊本医療圏へ受診  
するため、主に⑤の病院で  
カバーする。  

上益城医療圏に住むがん患者は、熊本医  
療圏へ受診するため、おもに②と⑨の病  
院でカバーする。なお、（診は乳がん、⑨は  
肺がんに特長があり、熊本と上益城の医  
療圏において、機能的役割分担がなされ  
ている。  

上益城医療圏  

（空白の医療圏）  宇城医療圏  

の医療圏）  

（D国立大学法人   

熊本大学医学部附属病院★  
（更新）  

②熊本市立熊本市民病院（更新）  

③熊本赤十字病院（更新）  

④独立行政法人国立病院機構   
熊本医療センター（更新）  

（9社会福祉法人恩賜財団   

済生会熊本病院（更新）  

⑥荒尾市民病院（更新）  

⑦独立行政法人労働者健康福祉機構   
熊本労災病院（更新）  

⑧健康保険人吉総合病院（更新）  

⑨国家公務員共済組合連合会   
熊本中央病院（新規）   

八代医療圏  

球磨医療圏  

⑧  
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1熊本県の各二次医療圏の状況  
（1）熊本医療圏と隣接する医療圏の状況   

■本県の人口、医療資源は熊本市を圏域とする熊本医療圏に集中   
病院数90で県全体の41％を占める。   

・熊本医療圏に隣接する宇城、鹿本、阿蘇、上益城の5医療圏は、熊本医療圏にあ   
る医療機関での受療割合が高く、当該5医療圏には、現在、がん診療連携拠点病   
院の指定要件を満たす医療機関が立地していない。   

・熊本医療圏に立地する医療機関が隣接する各医療圏の拠点性を担っていることを   

踏まえて、担当の医療圏を設定のうえ、がん診療連携拠点病院を指定し、それぞ   
れの医療圏の均てん化を図ることが必要。   

（2）その他の医療圏の状況   

t有明、八代、球磨の3医療圏においては、各圏域において拠点性を有し指定要件   
を満たす医療機関を推薦。   

・芦北、天草の2医療圏は、受療状況からも同圏域内での受療割合が高いが、がん   

診療連携拠点病院の指定要件を満たす医療機関が無く、がん医療の均てん化を  
図るうえで、課題が残る圏域である。  
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2 担当医療圏  
・熊本県の各二次医療圏の状況を踏まえた担当医療圏一覧  

病 院 名   担当医療圏   病 院 名   担当医療圏   

熊大医学部附属病院  全県   5斉生会熊本病院  熊本、宇城   

熊本市民病院   熊本、上益城   荒尾市民病院   有明   

熊本中央病院  熊本労災病院   八代   

熊本医療センター  熊本、鹿本   人吉総合病院   球磨   

熊本赤十字病院   熊本、菊池、阿蘇  

※熊本市民病院と熊本中央病院の機能的役割分担について   
熊本市民病院と、熊本中央病院は担当する2つの医療圏が同じであるが、熊本市民病院で   
は乳がん、熊本中央病院では肺がんについての手術件数等が、それぞれ県内トップであり、   
それぞれの特長を生かし、担当する医療圏内において、機能的役割分担がなされている。  

部位  新入院患者数  手術件数  放射線治療患者実人数  
（H21．6～7月）  （H21．6～7月）  （H21．6～7月）  

熊本市民  熊本中央  熊本市民  熊本中央  熊本市民  熊本中央   

全   366   320   176   133  

肺   24   111   3   33   3   28   

E【∃  芦】   10   26   8   0   0   

大腸   19   31   10   9   0   0   

肝臓   4   0   2   2   

乳   169   6   66   39   10   

※熊本中央病院は、前立腺がんにおいても、県内全てのがん診療連携拠点病院の手術件数   
の8割程度（H20．7～12月DPC調査データ（厚生労働省HP掲載値）から集計）を占めており．   

県全体の前立腺がん治療水準の向上についても、役割を担うことが期待される。  
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